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■『報告書』の刊行にあたって
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                          『報告書』の刊行にあたって 

 

 

「授業改善のための学生アンケート」実施委員会委員長 

点検・評価担当副学長 原田善教 

 

 

 『2017 年度東北学院大学「授業改善のための学生アンケート」結果報告書』を発刊する

ことができました。関係者の皆さまのご協力とご尽力に深くお礼申し上げます。 

 2014 年度よりこれまで全学的に実施してきた「授業改善のための学生アンケート」を全

学的・組織的に活用し、さらに授業改善に役立てるようにしてまいりました。具体的に全

学的には、①アンケート結果の学生への速やかな開示、②評価結果の高い教員への学長に

よる表彰、③評価結果の低い教員への改善計画書の学部長への提出の義務付けを行ってい

ます。③については、各学部独自に一定の水準を下回る評価結果の教員に対しては学部長

による指導が行われています。 

 2017 年度のアンケート結果を報告します。アンケート結果から、②に該当する教員は、

3年連続で文学部総合人文学科准教授の吉田新先生でした。前期、後期通じて受講者数 100

人を超える 6つのクラスで各々4.8点以上という最高評価結果を獲得され、学長表彰を受け

ました。なお、③に該当する教員はいませんでした。 

2016年度に、学長による 2016年度教育改革の重点項目に示された、「教育力の底上げの

ための数値目標として、授業改善のための学生アンケート結果の「総合評価」を全学平均

４点以上にすること」をすでに達成したことはお知らせいたしました。この結果を受けて、

今後は教育力のさらなる底上げを意図して、2018 年度から③の改善報告書の提出義務を課

す評価結果の低いレベルを、これまでの総合評価 2.5点以下から 3.0点以下に引き上げるこ

とを本委員会で慎重に審議したうえで、2017年 12月 21日開催の教授会で審議・決定され

ました。2018年度から③については 3.0点以下になります。 

学生による授業の満足度を上げることが大学の生き残りに直結しています。もはや研究

の片手間に授業を行う時代ではないことは周知のことと存じます。このアンケート結果は

授業改善のための貴重なデータであり、授業改善に向けた多くの示唆を与えていることは

言うまでもありません。各教員がこの結果を大いに活用され、授業改善につなげて頂くよ

うに切に願っています。 

 

                                                        2018（平成 30）年 3月 

- 5 -



■調査概要
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■調査概要

１．調査目的

本学の授業改善に資することを主たる目的とし、担当教員がより充実した授業の実施に役立てることを目的とする。

２．調査の方法

＜設問の構成＞

①当該授業科目の評価 設問1、5、7、9、10、11、12

②授業選択の理由 設問2

③学生自身の授業態度・授業の認知 設問3、4、6、8

④授業改善のための意見・提案 自由記述欄

＜実施機関＞

「授業改善のための学生アンケート」実施委員会の実施計画のもと、土樋キャンパス学事課、泉キャンパス学務係、

多賀城キャンパス学務係がアンケートの実施、回収を担当した。

アンケート用紙の印刷及び、データ入力・集計作業は外部業者に委託した。

＜実施時期＞
【前期】 2017年7月11日（火） ～ 2017年7月29日（土）

【後期】 2017年12月15日（金） ～ 2018年1月22日（月）
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■調査結果
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   （※回答率 - 無効・無回答を含む。）

Ⅰ．設問別の調査結果とコメント
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Ⅱ．資料編
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（※ 回答率 - 有効回答のみ。）

＜１．全体集計＞
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＜２．相関分析＞
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＜３．特定科目別集計＞
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＜４．科目分類別集計＞
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＜５．受講者規模別集計＞
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